




























































　被験者 A（経験 1 年）が一人で叩いたとき（図 4）、
遅れた状態からズレが修正される傾向があったが、被験
者 B（経験 5 年）と一緒に叩いたとき、変化の傾向が変









　被験者 A（経験 2 年）は、1 回目は遅れが大きくなっ
ていった。それを意識した 2 回目はズレが少なくなって
いた（図 6）。
　被験者 B（経験 1 年）は、1 回目は遅れが大きくなっ
ていた。それを意識した 2 回目は、早く叩きすぎていた
（図 7）。





ろ、1 年目の 2 人は、意識できても打撃に反映すること
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1 年目 0 人 2 人 0 人
2 年目 2 人 0 人 0 人
3 年目以降 0 人 0 人 5 人
